
生き続けるために、時代に合わせて変化する 

 

■講師 

武部 興征（たけべ こうせい） 
タケサン株式会社 代表取締役 社⻑ 
 

 

 

【略 歴】 
昭和 58 年 小豆島町出身 

平成 13 年 香川誠陵高等学校 卒業（１期生） 

平成 18 年 東京薬科大学生命科学部 卒業 

平成 18 年 国分株式会社 入社 

平成 23 年 国分株式会社 退職 

平成 24 年 慶應義塾大学大学院経営管理研究科 入学 

平成 26 年 同卒業 

タケサン株式会社 入社 

令和４年 タケサン株式会社代表取締役 就任 

令和５年 タケサンフーズ株式会社代表取締役 就任（兼務） 

 

【紹 介】 

タケサングループは、小豆島において醤油、佃煮、惣菜の製造販売を行う企業グループです。 

特に、創業者が戦後間もない 1945 年９月に小豆島の醤油を「佃煮」として出荷したことが 

「小豆島佃煮」の発祥となりました。 

現在グループ企業では、醤油の製造工場、調味料の製造工場、佃煮惣菜の製造工場と３工場あり、

そこで製造した商品を全国の４営業支店を通じて、お客様にお届けしています。 

10 年程前から小豆島にある醤油工場の近くに農園を作っており、現在はバジル、ハーブ、レモン、

唐辛子を育てて、自社商品開発に使用しています。 

講師は、食品卸売企業で勤務した後、同社に入社。主に経営管理、営業企画を経験した後に、 

昨年社長に就任致しました。 

 
 

 
 

 
私からの講義というよりは、香川大学 MBA 講義参加者の皆様に、小豆島の醤油調味料企業、

佃煮惣菜企業の経営を題材に、島特有の人口減少、また消費者の変化など様々な課題解決につ

いて、ご意見を頂きたいと思っています。 

【第６回】講義内容の紹介  11 月 14 日（火） 

■講義概要 


